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2.6.2. 教育実績概要 
職名： 教授 氏名： 高田 豊雄 
言語情報学講座(高田 I研究室)に同じ 
2.6 分散システム学講座 
73 
 
職名： 准教授 氏名： 王 家宏 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
基盤システム学，基盤システム設計論，ソフトウェア演習 A/B/C，基盤システム演習 A/B/C，基盤システムゼミ A/B，
卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
基盤構築特論，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
特になし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
該当なし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Jiahong Wang, Eiichiro Kodama, Toyoo Takata and Jie Li: Mining Context-Related Sequential Patterns for 
Recommendation Systems, Proceedings of the first international conference on Information Retrieval and 
Knowledge Management (CAMP'10), pp.269-274 (Mar. 2010). 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 李 思瑶, 王 家宏, 児玉英一郎, 高田豊雄: 固定頻出パターン集合を持つシステムにおける頻出パターン決
定時点の検出に関する考察, 平成 21 年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, p.43 (Aug. 2009). 
2) 劉 海燕，児玉英一郎，王 家宏，高田豊雄: Web カメラ検索環境の構築に関する考察, 平成 21 年度 電気関係
学会東北支部連合大会 講演論文集, p.63 (Aug. 2009). 
3) 李 思瑶, 王 家宏, 児玉英一郎, 高田豊雄: データマイニング実行回数軽減に関する提案, 第 8 回情報科学
技術フォーラム(FIT2009), p.203-204 (Sep. 2009). 
4) 阿部瑠美子, 児玉英一郎, 王家宏, 高田豊雄: セマンティック Wiki を用いたオントロジーの自動構築実験,  
平成 21 年度 電気関係学会東海支部連合大会 講演論文集, o-145 (1 ページ) (Sep. 2009). 
5) 及川一樹, 王 家宏, 児玉英一郎, 高田豊雄: DHT を用いたスケーラブルな匿名通信手法の提案, コンピュータ
セキュリティシンポジウム 2009(CSS2009), pp.883-888 (Oct. 2009). 
6) 及川一樹, 王 家宏, 児玉英一郎, 高田豊雄: OpenCL を用いた暗号アルゴリズムの実装と評価, 暗号と情報セ
キュリティシンポジウム（SCIS2010）, 予稿集 3C4-2 (6 ページ), 同概要集 p.267 (Jan. 2010).  
7) 李 思瑶, 王 家宏, 児玉英一郎, 高田豊雄: 固定頻出パターン集合を持つシステムにおける頻出パターン決
定時点の検出法の提案とその評価, 平成 21 年度電子情報通信学会人工知能と知識処理研究会「グリーン AI およ
び一般」講演論文集, pp.1-6 (Jan. 2010). 
8) 阿部瑠美子, 児玉英一郎, 王家宏, 高田豊雄: セマンティック Wiki を用いたオントロジーの自動構築手法に関
する評価, 情報処理学会研究会報告, 2010-EVA-31(3) , (6 ページ) (Mar. 2010). 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費, 基盤研究(C)(2), 次世代 Web を用いた Web カメラ検索環境の構築 (課題番号
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19500088), 2,500,000 円 (平成 19 年度～平成 21 年度)，(研究分担者, 代表:児玉英一郎) 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
AO 委員会 
(b) 学部/研究科の委員会 
入試委員会 
(c) 学生支援 
該当なし 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
該当なし 
(e) 学会などにおける活動 
1) The International Conference on Communications and Mobile Computing (CMC 2010), Wireless Networking 
Symposium. Program Committee Member 
(f) その他 
1) IEEE, IEICE, and IPSJ Members. 
 
[主な業績］ 
Mining Context-Related Sequential Patterns for Recommendation Systems  
A typical recommendation system answers such questions as what are the interesting items for the current 
user. Most traditional recommendation systems have not taken the situational information into account when 
making recommendations, which seriously limits their effectiveness in the ubiquitous computing application 
environment, where a user’s request is generally related to, and a system’s response should be dependent 
on, a specified context. In this paper, we propose a context-aware recommendation approach to enhance the 
performance of recommenders. This approach is characterized by a novel sequential pattern mining algorithm 
that can efficiently mine and group patterns by context. 
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職名： 講師 氏名： 児玉 英一郎 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
解析学，線形代数，学の世界入門，プロジェクト演習 I/II，ソフトウェア演習 A/B/C，基盤システム演習 A/B/C，
基盤システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
基盤ソフトウェア特論，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
特になし 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
特になし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
特になし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Jiahong Wang, Eiichiro Kodama, Toyoo Takata and Jie Li: Mining Context-Related Sequential Patterns for 
Recommendation Systems, Proceedings of the first international conference on Information Retrieval and 
Knowledge Management (CAMP'10), pp.269-274 (Mar. 2010). 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 李 思瑶, 王 家宏, 児玉英一郎, 高田豊雄: 固定頻出パターン集合を持つシステムにおける頻出パターン決
定時点の検出に関する考察, 平成 21 年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, p.43 (Aug. 2009). 
2) 劉 海燕，児玉英一郎，王 家宏，高田豊雄: Web カメラ検索環境の構築に関する考察, 平成 21 年度 電気関係
学会東北支部連合大会 講演論文集, p.63 (Aug. 2009). 
3) 李 思瑶, 王 家宏, 児玉英一郎, 高田豊雄: データマイニング実行回数軽減に関する提案, 第 8 回情報科学
技術フォーラム(FIT2009), p.203-204 (Sep. 2009). 
4) 阿部瑠美子, 児玉英一郎, 王家宏, 高田豊雄: セマンティック Wiki を用いたオントロジーの自動構築実験,  
平成 21 年度 電気関係学会東海支部連合大会 講演論文集, o-145 (1 ページ) (Sep. 2009). 
5) 及川一樹, 王 家宏, 児玉英一郎, 高田豊雄: DHT を用いたスケーラブルな匿名通信手法の提案, コンピュータ
セキュリティシンポジウム 2009(CSS2009), pp.883-888 (Oct. 2009). 
6) 及川一樹, 王 家宏, 児玉英一郎, 高田豊雄: OpenCL を用いた暗号アルゴリズムの実装と評価, 暗号と情報セ
キュリティシンポジウム（SCIS2010）, 予稿集 3C4-2 (6 ページ), 同概要集 p.267 (Jan. 2010).  
7) 李 思瑶, 王 家宏, 児玉英一郎, 高田豊雄: 固定頻出パターン集合を持つシステムにおける頻出パターン決
定時点の検出法の提案とその評価, 平成 21 年度電子情報通信学会人工知能と知識処理研究会「グリーン AI およ
び一般」講演論文集, pp.1-6 (Jan. 2010). 
8) 阿部瑠美子, 児玉英一郎, 王家宏, 高田豊雄: セマンティック Wiki を用いたオントロジーの自動構築手法に関
する評価, 情報処理学会研究会報告, 2010-EVA-31(3), (6 ページ) (Mar. 2010). 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費, 基盤研究(C)(2), 次世代 Web を用いた Web カメラ検索環境の構築 (課題番号
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19500088), 2,500,000 円 (平成 19 年度～平成 21 年度)，(研究代表者)  
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
学部教務委員会，研究科入試委員会 
(c) 学生支援 
該当なし 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
該当なし 
(e) 学会などにおける活動 
該当なし 
(f) その他 
該当なし 
 
[主な業績］ 
• 研究活動としては，次世代 Web を用いた Web カメラ検索環境の構築に関する研究を行った． 
• 大学運営としては，学部教務委員，研究科入試委員を務めた． 
